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▲鎌を使い、アスパラガスを収穫する巧さん。生育は順調で収量が増加しました

▲

菌
床
か
ら
シ
イ
タ
ケ
を
収
穫
す
る
一
さ
ん

入
保
険
に
加
入
。
近
年
は
水
田
が
冠

水
す
る
ほ
ど
の
大
雨
が
降
り
、
不
安

が
拭
え
ま
せ
ん
。
継
続
加
入
し
、
安

心
し
て
営
農
に
励
み
ま
す
。

　
シ
イ
タ
ケ
は
、
菌
床
が
乾
か
な
い

よ
う
湿
度
管
理
を
重
視
。
11
月
初
め

か
ら
５
月
上
旬
ま
で
収
穫
し
ま
す
。

発
生
す
る
芽
数
を
抑
え
、
肉
厚
な
良

品
に
育
て
ま
す
。
原
材
料
や
燃
料
代

の
高
騰
が
著
し
く
、
規
模
縮
小
を
計

画
中
で
す
。

こ
ま
め
な
防
除
で
病
害
虫
抑
止

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
「
ア
ン
ジ
ェ
レ
」

を
生
産
。
春
美
さ
ん
は
「
日
々
丁
寧

に
観
察
し
、
気
に
な
る
箇
所
が
あ
れ

羽
後
町
　  

佐
々
木  

　
一  

さ
ん

春
美 

さ
ん

巧  

さ
ん

　
出
羽
山
麓
に
位
置
し
、
緩
や
か
な

傾
斜
地
が
広
が
る
羽
後
町
上か

み
と
う
ま
い

到
米

地
区
。
同
地
区
の
佐
々
木
一
さ
ん

（
64
）
は
、
妻
の
春
美
さ
ん
（
64
）

と
共
に
、
水
稲
14
㌶
、
シ
イ
タ
ケ

１
万
２
千
床
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
72
坪

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１
棟
で
生
産
し

ま
す
。
息
子
の
巧
さ
ん
（
39
）
は
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
25
㌃
で
栽
培
す
る
ほ

か
、
水
稲
の
刈
り
取
り
と
乾
燥
調
製

を
約
３
㌶
受
託
。
品
目
ご
と
に
担
当

を
決
め
、
責
任
を
持
っ
て
農
作
業
に

当
た
り
ま
す
。

複
合
経
営
で
周
年
農
業
を
実
践

　
水
稲
は
「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」
や

「
た
つ
こ
も
ち
」
な
ど
を
手
が
け
、

55
筆
に
作
付
け
。
一
さ
ん
は
「
露
地

で
プ
ー
ル
育
苗
を
行
い
、
密
苗
と
疎

植
栽
培
で
箱
数
を
減
ら
し
、
春
作
業

を
軽
減
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
圃
場

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
施
肥
量
を
自
動

で
調
節
す
る
田
植
え
機
を
使
用
。
品

質
安
定
を
図
り
、
８
割
が
系
統
外
出

荷
で
す
。

　
異
常
気
象
な
ど
が
原
因
の
予
期
せ

ぬ
減
収
に
備
え
、
令
和
３
年
か
ら
収

農
地
を
守
り
地
域
に
貢
献

省
力
化
し
効
率
的
な
複
合
経
営
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　柊都さんとちせさんは極真空手を習い、
練習を頑張っています。桐真さんはかっ
こいいロボットを作って遊ぶことに夢中
です。３人はご家族が育てた新鮮なミニ
トマトやお米が大好き！自転車に乗って
元気に走り回る仲良しきょうだいです。

佐々木　柊
しゅう

都
と

さん（10）

　　　　ちせさん（7）

　　　　桐
とう

真
ま

さん（5）

<巧さん・舞子さん夫妻のお子さん>

左から柊都さん、祖母  春美さん、祖父  一さん、
ちせさん、桐真さん、父  巧さん

表紙表紙のの紹介紹介

▲

�

ミ
ニ
ト
マ
ト
に
灌か
ん

水す
い

す
る
春
美
さ
ん
。
根
元
に
水
を

与
え
ま
す

ば
す
ぐ
に
消
毒
す
る
」
と
話
し
、
病

害
虫
予
防
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

化
成
肥
料
を
使
わ
ず
、
骨
粉
や
鶏
ふ

ん
な
ど
を
施
肥
し
て
い
ま
す
。
契
約

栽
培
の
た
め
、
全
量
を
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち

に
出
荷
。
ア
ン
ジ
ェ
レ
は
へ
た
を
付

け
ず
に
収
穫
す
る
の
で
、
省
力
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
巧
さ
ん
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
」
を
導
入
。
株
の
根
元
か
ら

50
㌢
ほ
ど
ま
で
枝
を
刈
り
取
っ
て
風

通
し
を
良
く
し
、
病
害
を
予
防
し
ま

す
。
茎
枯
病
を
特
に
警
戒
し
、
雨
上

が
り
は
迅
速
に
殺
菌
剤
を
散
布
。

「
昨
年
は
立
茎
が
順
調
に
進
み
、
株

に
養
分
が
十
分
蓄
え
ら
れ
た
の
で
今

年
産
の
収
量
が
増
え
た
」
と
話
し
、

春
採
り
は
５
月
中
旬
ま
で
収
穫
し
ま

し
た
。
夏
採
り
は
６
月
下
旬
か
ら
９

月
下
旬
の
予
定
で
す
。

法
人
の
水
稲
防
除
に
出
務

　
一
さ
ん
と
巧
さ
ん
は
、
農
事
組
合

法
人
ア
グ
リ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
田
代
（
小
坂
龍

一
代
表
理
事
、
構
成
員
５
人
）
に
所

属
。
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
水
稲
の

病
害
虫
防
除
を
請
け
負
い
ま
す
。
同

地
区
を
主
体
に
、
延
べ
３
０
０
㌶
散

布
。
巧
さ
ん
は
「
適
期
に
防
除
で
き

る
よ
う
天
気
予
報
を
綿
密
に
確
認

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
」
と
話

し
ま
す
。

　
佐
々
木
家
で
は
、
農
繁
期
の
労
働

力
不
足
が
課
題
で
す
。
手
が
け
る
水

田
は
30
㌃
区
画
が
多
く
、
60
㌃
に
合

筆
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
春
美
さ

ん
は
規
格
外
品
や
山
菜
を
使
っ
た
加

工
販
売
を
構
想
中
で
す
。
一
さ
ん
は

「
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
、
さ
ら

な
る
省
力
化
を
進
め
る
。
適
し
た
農

法
を
見
極
め
、
多
角
的
経
営
を
し
た

い
」
と
前
向
き
で
す
。
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全全
1010
議
案
可
決
承
認

議
案
可
決
承
認

齋藤  実  組合長

第
６
回
通
常
総
代
会

第
６
回
通
常
総
代
会

議長
石田  義彦  総代

　
第
６
回
通
常
総
代
会
が
６
月
12
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
総
数
２
０
４
人

の
う
ち
、
本
人
出
席
１
０
９
人
、
書
面
出
席
93
人
で
出
席

率
は
99
％
で
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
齋
藤
実
組
合
長
が
「
昨
年
産
の
水
稲

に
つ
い
て
は
、
６
月
以
降
高
温
で
経
過
し
、
７
月
は
降
雨

不
足
で
渇
水
が
発
生
。
８
月
と
９
月
に
は
局
所
的
な
大
雨

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
県
全
体

の
作
況
単
収
指
数
は
『
１
０
３
』
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今

年
１
月
か
ら
の
大
雪
に
よ
る
当
県
の
農
業
関
連
被
害
額
は
、

17
億
７
千
万
円
を
超
え
た
。
頻
発
す
る
気
象
災
害
が
想
定

さ
れ
る
中
、
農
業
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
無
保
険
者

を
出
さ
な
い
こ
と
が
社
会
的
責
務
」
と
報
告
。
続
い
て
、

今
年
度
の
事
業
推
進
体
制
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で

「
農
業
者
の
営
農
継
続
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

農
業
保
険
制
度
の
加
入
推
進
に
取
り
組
む
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
強
化
に
努
め
、
業
務

運
営
の
効
率
化
を
図
り
、
目
標
達
成
に
向
け
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
推
進
に
努
め
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
大
館
市
の
石
田
義
彦
総
代
が
選
任
さ
れ
、
令

和
７
年
度
事
業
実
績
報
告
や
令
和
８
年
度
事
業
計
画
な
ど

10
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  議案第１号
�令和７年度事業報告書、財産目録、貸
借対照表、損益計算書、剰余金処分案
及び不足金処理案について
  議案第２号
令和８年度事業計画及び収支予算につ
いて
  議案第３号
令和８年度事務費賦課額、賦課方法及
び徴収方法について
  議案第４号
役員、顧問、損害評価会委員及び共済
部長に対する報酬について

提 出 議 案
  議案第５号
特別積立金の取崩しについて
  議案第６号
借入金最高限度額について
  議案第７号
余裕金の運用先について
  議案第８号
事業規程の一部変更について
  議案第９号
秋田県農業共済組合における実施体制
の改善計画について
  議案第10号
附帯決議について
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農業共済事業実績

令和７年度 事 業 報 告

　 総共済金額  1兆498億円　　　 支払共済金  20億1,026万円
事業名 引受数 共済金額（千円） 事故数 支払共済金（千円）

農作物
水 稲 38,814ha 33,065,283 5,954ha 691,280
麦 32ha 1,323 9ha 51

家　畜
死亡廃用 144,908頭 12,825,439 1,149頭 84,629
疾病傷害 15,066頭 470,768 11,430件 128,827

果　樹

り ん ご 173ha 378,106 29ha 17,633
ぶ ど う 5ha 27,711 0.5ha 412
な し 26ha 140,157 20ha 5,902
おうとう 13ha 81,901 12ha 28,880

畑作物
大 豆 1,995ha 499,651 1,185ha 75,955
ホ ッ プ 17ha 64,265 2ha 1,454

園 　 芸 　 施 　 設 27,485棟 16,814,959 927棟 187,843
建 物 81,189棟 852,019,680 936棟 635,889
農 機 具 39,606台 133,387,850 906台 151,500
保管中農産物補償 68口 68,000 0口 0

合　　計 1,049,845,093 2,010,255

収入保険事業実績
令和６年度
加入経営体

令和７年度支払実績  ※1 令和７年度加入実績  ※2 つなぎ融資実績  ※3

件数 支払計（千円） 個人 法人 計（経営体） 件数 融資額（千円）保険金 特約補填金
2,725 174 178,185 135,283 313,468 2,332 460 2,792 28 93,600
※１　令和６年加入経営体が対象。支払月を令和７年２月～令和８年３月で集計
※２　令和７年４月～令和８年３月で集計
※３　融資月を令和７年８月～令和８年３月で集計

主
な
主
な
質
疑
応
答

質
疑
応
答梅津　克義  総代

（横手市）

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
は
由
利
支
所
管

内
で
加
入
が
な
い
。
同
管
内
で
は
大
雨
に

よ
る
水
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
積
極

的
な
推
進
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
保
管
中
農
産
物
補
償
共

済
に
加
入
し
て
い
た
方
が
収
入
保

険
に
移
行
し
た
経
緯
が
あ
り
、
昨
年
度
は

加
入
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
管
内
で
は

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
率
が

高
い
。
ご
自
身
の
倉
庫
に
米
な
ど
を
保
管

す
る
方
々
の
把
握
に
努
め
、
今
後
も
加
入

推
進
を
続
け
た
い
。

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
９
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
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令和８年度 事 業 計 画 と 予 算
事業名 引受数 共済金額（千円）

農作物
水 稲 39,100ha 43,041,000

麦 32ha 1,404

家　畜
死 亡 廃 用 148,196頭 13,168,560
疾 病 傷 害 14,976頭 467,850

果　樹

り ん ご 162ha 358,000
ぶ ど う 5ha 29,100
な し 24ha 134,400
お う と う 12ha 79,100

畑作物
大 豆 2,006ha 570,400
ホ ッ プ 15ha 62,400

園 　 芸 　 施 　 設 27,530棟 17,219,570
建 物 79,560棟 837,930,000
農 機 具 38,900台 131,890,000
保管中農産物補償 70口 70,000
合　　　　　計 1,045,021,784

収　入　保　険 2,810経営体

●受取補助金…国から交付される事業運営費
●事業勘定受入…�建物・農機具・保管中農産物補償共

済の事務費賦課金、損害防止事業の
ための特別積立金の取り崩し金

●教育研修基金戻入…教育研修基金の廃止により戻入
●受取利息…有価証券などの受取利息

●人件費…役員報酬、職員給与、法定福利費など
●業務引当金繰入…教育研修基金の積立金を繰入
●業務費…共済部長手当、会議に要する費用など
●施設費…�事務所管理の光熱費、公用車燃料代など
●事務費…通信費、図書印刷費、口座振替手数料など
●業務財産処分損…旧県北家畜診療所ほか解体費用

収入の部 支出の部

支出

受取補助金
8億6,958万円

事業勘定受入
7億1,978万円教育研修基金戻入

3億802万円

受取利息
2億2,861万円

事務費賦課金
2億936万円

業務引当金繰入
3億3,002万円

人件費
15億6,252万円

業務費
1億7,721万円

施設費
1億5,665万円

業務財産処分損
7,650万円
事務費
9,701万円

その他
1億7,026万円

その他
2億3,482万円

収入

支出

受取補助金
8億6,958万円

事業勘定受入
7億1,978万円教育研修基金戻入

3億802万円

受取利息
2億2,861万円

事務費賦課金
2億936万円

業務引当金繰入
3億3,002万円

人件費
15億6,252万円

業務費
1億7,721万円

施設費
1億5,665万円

業務財産処分損
7,650万円
事務費
9,701万円

その他
1億7,026万円

その他
2億3,482万円

収入

業務収支予算 　 予算額  25億7,017万円

　生産資材の価格が高騰する不安定な生産現
場に加え、気候変動による自然災害が頻発し
ています。組合では、農業者の経営展開に即
したセーフティネットを提供し、ＮＯＳＡＩ
としての機能を発揮できるよう、引受の目標
は総共済金額１兆450億円としました。事業
面では、収入保険について2,810経営体を加
入目標に設定し、併せて農業共済の普及も行
い農業保険の周知活動を徹底します。組合運
営については常に経費節減に努めながら、農
家・組合員へのサービスが低下しないよう、
効率的かつ適正な運営を図ってまいります。

事業計画
　 総共済金額  1兆450億円

6あきた



総
代
お
よ
び
理
事
定
数
が
変
わ
り
ま
す

◆総代定数

◆役員定数

　
農
業
情
勢
の
変
化
に
伴
う
組
合
員
数
や
共
済
資
源

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
組
合
に
お
け
る
実
施

体
制
の
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
業
務
効
率
化
の
観
点

か
ら
、
次
期
改
選
よ
り
総
代
お
よ
び
理
事
の
定
数
変

更
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
定
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
準
（
組

合
員
３
０
０
人
に
対
し
１
人
）
に
基
づ
い
た
削
減
と

し
、
理
事
定
数
に
つ
い
て
も
組
合
員
数
の
動
向
を
勘

案
し
た
削
減
と
し
て
い
ま
す
。

（令和９年４月１日　改選）　207人 → 176人

（令和９年６月１日　改選）　理事 23人 → 18人　　監事 ３人 → ３人

選　　挙　　区 総代定数（人）
鹿角市、小坂町 7
大館市 10
北秋田市、上小阿仁村 7
能代市　榊、扇渕、東雲、浅内、常盤、桧山、鶴形地区 5
能代市　二ツ井町地区、八峰町、藤里町 5
三種町 6
男鹿市、大潟村 6
五城目町、八郎潟町、井川町 5
潟上市 5
秋田市　秋田地区 7
秋田市　河辺、雄和地区 4
由利本荘市　本荘・西目・東由利地区 6
由利本荘市　由利・矢島・鳥海地区 5
由利本荘市　大内・岩城地区 4
にかほ市　仁賀保・金浦・象潟地区 4
大仙市　大曲地区 6
大仙市　中仙、仙北、太田地区 10
大仙市　神岡、南外、西仙北、協和地区 9
仙北市　角館、西木、田沢湖地区 6
美郷町　六郷、仙南、千畑地区 9
横手市　横手、山内地区 7
横手市　増田、十文字地区 6
横手市　平鹿、大雄地区 7
横手市　雄物川、大森地区 7
湯沢市　湯沢、雄勝地区 9
湯沢市　稲川、皆瀬地区、東成瀬村 7
羽後町 7

計 176

地　　域　　名 理事（人） 監事（人）
鹿角市、小坂町 1

1大館市 1
北秋田市、上小阿仁村、能代市、八峰町、藤里町、三種町 2
男鹿市、五城目町、八郎潟町、井川町、潟上市、秋田市、大潟村 3

1
由利本荘市、にかほ市 2
大仙市、仙北市、美郷町 4

1横手市 3
湯沢市、羽後町、東成瀬村 2

計 18 3
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令
和
７
年
８
月
に
は
、
県
内
の
広
い

範
囲
で
落
雷
が
多
発
し
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
に
は
北
秋
田
市
や
仙
北
市
な

ど
で
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
洪
水
が
発

生
。
住
宅
や
農
作
業
場
が
浸
水
す
る
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
償
範
囲
は
加
入
内
容
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
備
え
は
万
全

か
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
落
雷
で
生
じ
た
損
害
は
、
火
災
共
済

ま
た
は
総
合
共
済
で
補
償
で
き
ま
す
。

も
し
も
被
害
に
遭
っ
た
際
は
、
速
や
か

に
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員

が
伺
う
ま
で
破
損
し
た
製
品
を
廃
棄
せ

ず
、
保
管
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
損
害
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
共

済
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
水
害
は
総
合
共
済
で
備
え
よ
う

◆
補ほ

填て
ん

範
囲
の
ご
確
認
を

建物
共済

大
雨
や
落
雷
に

　
　
　
ご
用
心

　
大
雨
に
よ
る
水
害
は
、
火
災
共

済
で
補
償
で
き
ま
せ
ん
。
総
合
共

済
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

　
総
合
共
済
で
は
水
害
の
ほ
か
、

風
害
、
雪
害
な
ど
の
自
然
災
害
、

土
砂
崩
れ
や
地
滑
り
を
補
償
し
ま

す
。
地
震
、
噴
火
、
津
波
の
場
合

は
建
物
の
５
％
以
上
の
損
害
で
支

払
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
老
朽
化
が
原
因
の
破
損
は
対
象

外
で
す
。

　
ボ
イ
ラ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
、
エ
ア

コ
ン
、
換
気
扇
、
給
水
ポ
ン
プ
、

電
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
建
物
に
付

属
し
た
機
械
設
備
は
、
建
物
の
補

償
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　
一
方
で
テ
レ
ビ
、
電
話
機
、
冷

蔵
庫
な
ど
生
活
用
品
で
移
動
可
能

な
も
の
は
、
付
属
設
備
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
建
物
本
体
に
加
え
、

「
家
具
類
」
を
含
む
こ
と
で
補
償

さ
れ
ま
す
。

建物共済証券で、あなたの加入内容をチェックしよう

建 物 共 済 証 券

　　〒 012-3456

住　所 〇〇市〇〇字〇〇123

氏　名 農済 太郎 様

（01-2345-67890123）

　建物共済約款及び特約条項に従い、下記のとおり建物共済契約を締結し、その証として
共済証券を発行します。

開 始

建
物
番
号

管
理
物
件

新
　
　
価

臨
費
　
％

不 

担 

保

小
損
害 

万

家 

具 

類

小
農
器
具

付 無 無 含 －

期間

共 済 責 任 期 間

令和 8年○月○日16時より

合計共済金額

3,500万円

自動
継続

建物の構造及び
建物の所在地

建物の
延面積
　（㎡）

231

共済
種類

用 途

1 火災 住宅 3,000 無

造

9回

納入
方法

引落

合計共済掛金等

47,750円
終 了 12ヶ月令和 9年○月○日16時まで

1 / 1　頁

発行年月日 ： 令和 8 年 ○ 月 ○ 日

証券番号　第　08-67890123-001　号

共済関係の成立年月日　令和 8 年 ○ 月 ○ 日

秋田県秋田市中通3丁目4-50

秋田県農業共済組合

組合長理事　齋藤 実

葺 建

一般 亜鉛 2

特　　約

建 物

共 済 金 額（万円）填補範囲

家具類 計
備　　 考

小農器具

3,000

付 無 無 － －103
2 総合 農作業場 500 無

一般 亜鉛 2
500

　証券は、共済責任期間開始（補償が始まる日）の翌月下旬に発送し
ています。令和６年６月加入分から、はがきタイプに変わりました。
お手元にご用意し、内容を見てみましょう。

火
災
共
済
と
総
合
共
済
ど
ち
ら
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

住
宅
に
ご
加
入
の
場
合
、
家
具
類
の

補
償
を
「
含
」
ん
で
い
ま
す
か

資産部　資産部長
櫻庭　友巳
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収
穫
後
の
作
物
は
、
収
穫
共
済
で
補
償
で
き
ま

せ
ん
。
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
は
建
物
に
保
管

中
や
、
出
荷
す
る
た
め
に
運
送
中
の
農
産
物
に
対

す
る
補
償
で
す
。
偶
然
の
事
故
か
ら
作
物
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
補
償
対
象

　
農
作
物
共
済
（
米
・
麦
）、
畑
作
物
共
済
（
大

豆
・
ホ
ッ
プ
）、
果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・

な
し
・
お
う
と
う
）
に
加
入
し
て
い
る
品
目
の
う

ち
、
加
入
者
が
選
択
し
た
農
産
物
に
限
り
ま
す
。

た
だ
し
、
他
人
か
ら
預
か
っ
た
農
産
物
は
対
象
外

で
す
。

◆
補
償
期
間
と
契
約
条
件

　
収
穫
後
一
時
的
に
保
管
す
る
期
間
を
補
償
す
る

Ａ
タ
イ
プ
（
連
続
し
た
１
２
０
日
間
）
と
、
年
間

を
通
し
て
補
償
す
る
Ｂ
タ
イ
プ
（
１
年
間
）
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
１
品
目
に
つ
き
、
１
口
あ
た

り
１
０
０
万
円
を
補
償
し
ま
す
。
な
お
、
加
入
す

る
口
数
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆加入のめやす（水稲玄米の場合）

	保管予定数量	 	 単位当たり共済金額	 	 補償金額
	 9,000㌔	 ×	 242円※	 =	 2 ,178,000円

建物共済と保管中農産物補償共済について、詳しくは各支所資産課へお問い合わせください
●県北支所資産課 0186–84–8377 ●中央支所資産課 018–874–7385 ●県南支所資産課 0187–66–9112

加入する口数は、２口（200万円）がめやすとなります。１口
当たりの掛金はＡタイプで2,500円、Ｂタイプで6,500円です。 資産部　資産課長

加藤　健吾

玄米を米袋30㌔入りで倉庫などへ300袋保管する場合例

※�単位当たり共済金額は、農作物共済、畑作物共済、果樹共済において年産ごとに農林水産大臣が定め
る１㌔当たり共済金額の最高額を使用します

◆
補
償
さ
れ
る
事
故
と
範
囲

①�

収
穫
後
、
農
作
業
場
や
倉
庫
な
ど
に
保
管
中（
乾

燥
・
調
整
な
ど
の
作
業
中
を
含
む
）
の
場
合

ア
．
火
災

イ
．
落
雷

ウ
．
破
裂
ま
た
は
爆
発

エ
．�

建
物
外
部
か
ら
の
物
体
の
落
下
、
飛
来
、
衝

突
、
接
触
ま
た
は
倒
壊

オ
．�

建
物
内
部
で
の
車
両
ま
た
は
そ
の
積
載
物
の

衝
突
ま
た
は
接
触

カ
．�

給
排
水
設
備
に
発
生
し
た
事
故
ま
た
は
加
入

者
以
外
の
者
が
占
有
す
る
戸
室
で
発
生
し
た

事
故
に
伴
う
漏
水
、
放
水
ま
た
は
出
水
に
よ

る
水
ぬ
れ

キ
．�
盗
難
（
未
遂
を
含
む
）
に
よ
る
盗
取
ま
た
は

き
損
、
汚
損

ク
．�
騒
乱
お
よ
び
こ
れ
に
類
似
の
集
団
行
動
に
伴

う
暴
力
行
為
ま
た
は
破
壊
行
為

ケ
．��

自
然
災
害
（
風
水
害
、
雪
害
、
土
砂
崩
れ
、

崖
崩
れ
、
地
滑
り
、
地
震
、
噴
火
お
よ
び
津

波
ほ
か
）

　
※
鳥
獣
害
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

②�

保
管
場
所
や
出
荷
先
へ
の
運
送
中
の
場
合
（
運

送
業
者
に
よ
る
運
送
中
の
事
故
は
対
象
外
）

ア
．
火
災

イ
．
破
裂
ま
た
は
爆
発

ウ
．
衝
突
、
墜
落
お
よ
び
転
覆
（
荷
崩
れ
を
除
く
）

保
管
中
農
産
物

　
　
　
補
償
共
済

収
穫
後
の
作
物
を
守
る
た
め
に
は
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き
り
た
ん
ぽ
鍋
や
だ
ま
こ
鍋
な
ど
に

欠
か
せ
な
い
マ
イ
タ
ケ
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
、
特
に
人
気
の
高
い
キ
ノ
コ
で

す
。
マ
イ
タ
ケ
の
菌
は
他
の
キ
ノ
コ
に

比
べ
非
常
に
弱
く
、
雑
菌
が
繁
殖
し
や

す
い
た
め
生
産
が
難
し
い
と
い
い
ま
す
。

　

能
代
市
落
合
の
吉
田
き
の
こ
工
房

（
パ
ー
ト
３
人
）
で
は
、
マ
イ
タ
ケ
の

菌
床
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
酪

農
を
営
ん
で
い
た
畜
舎
を
活
用
し
、
平

成
９
年
に
手
が
け
始
め
ま
し
た
。
秋
田

県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
（
現
：
秋
田
県

林
業
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
）
と
の
共
同

研
究
を
行
い
、
安
定
し
た
収
量
が
確
保

で
き
る
独
自
の
種
菌
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
同
工
房
は
通
年
栽
培
を
実
践
し
「
香

り
の
舞
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
。
年

間
の
生
産
量
は
、
１
０
０
０
㏄
の
瓶
で

６
万
本
で
す
。
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
と
株

式
会
社
能
代
青
果
地
方
卸
売
市
場
を
主

体
に
、
イ
オ
ン
能
代
店
や
農
産
物
直
売

所
「
ね
ぎ
っ
こ
村
」
、
株
式
会
社
タ
カ

ヤ
ナ
ギ
な
ど
に
出
荷
し
ま
す
。

　
香
り
の
舞
は
肉
厚
で
、
風
味
の
強
さ

が
特
徴
で
す
。
吉
田
誠
代
表
（
69
）
は

「
10
月
下
旬
か
ら
年
末
ま
で
は
根
強
い

需
要
が
あ
る
一
方
で
、
夏
場
は
注
目
さ

れ
に
く
い
。
新
鮮
で
お
い
し
い
マ
イ
タ

ケ
を
ぜ
ひ
１
年
中
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

独自ブランドで安定生産確立
高品質を追求し続ける

vol.2 マイタケ

吉田きのこ工房能代市
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細
や
か
な
温
湿
度
管
理
で
生
育
見
極
め

　
菌
床
の
培
地
基
材
は
、
シ
イ
タ
ケ
の

原
木
栽
培
に
使
用
し
た
廃
ホ
ダ
木
（
ナ

ラ
材
）
の
お
が
く
ず
で
す
。
栄
養
体
に

は
、
小
麦
の
ぬ
か
で
あ
る
フ
ス
マ
を
使

用
。
ミ
キ
サ
ー
で
水
を
加
え
な
が
ら
か

き
混
ぜ
た
後
、
機
械
で
瓶
に
詰
め
ま
す
。

瓶
を
殺
菌
窯
に
入
れ
た
ら
１
０
０
度
に

熱
し
、
６
時
間
か
け
て
雑
菌
を
死
滅
さ

せ
ま
す
。

　
冷
却
後
は
接
種
機
を
使
い
、
培
地
に

開
い
た
穴
に
種
菌
を
植
菌
。
培
養
室
へ

移
し
、
瓶
全
体
に
菌
を
充
満
さ
せ
ま
す
。

室
温
は
24
度
に
調
節
し
、
23
～
24
日
で

芽
が
出
て
き
ま
す
。
外
気
温
に
よ
っ
て

室
温
が
影
響
を
受
け
る
た
め
、
季
節
に

応
じ
た
考
慮
が
必
要
で
す
。

　
次
に
発
生
室
へ
移
動
さ
せ
、
室
温
は

20
度
、
湿
度
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
保
ち

ま
す
。
10
～
11
日
が
収
穫
適
期
で
す
。

ひ
だ
の
裏
側
の
密
度
を
見
て
成
長
を
確

認
し
、
株
を
優
し
く
引
き
抜
き
ま
す
。

１
本
の
瓶
か
ら
採
れ
る
マ
イ
タ
ケ
は
お

よ
そ
１
０
０
㌘
。
冷
蔵
庫
で
保
存
後
、

規
格
に
合
わ
せ
て
パ
ッ
ク
詰
め
し
ま
す
。

箱
詰
め
の
際
に
、
ご
み
な
ど
が
混
入
し

て
い
な
い
か
最
終
確
認
を
し
て
出
荷
し

ま
す
。

　
２
年
前
か
ら
は
秋
田
県
能
代
地
区
土

地
改
良
区
の
理
事
長
を
務
め
る
傍
ら
、

マ
イ
タ
ケ
栽
培
に
勤
し
む
吉
田
代
表
。

勤
務
時
間
を
綿
密
に
や
り
く
り
し
、
品

質
管
理
を
怠
り
ま
せ
ん
。「
確
立
し
た

技
術
を
教
わ
り
た
い
方
が
い
れ
ば
指
導

に
協
力
し
た
い
。
今
後
は
体
が
元
気
な

う
ち
は
続
け
た
い
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

▲�菌床の原料をかき混ぜるミキサー。おがくず
とフスマは２対１で混合します

▲�培養室の様子。室内には複数の温度計
を設置し、菌床からの発熱を考慮して
室温を管理します

▲�かさの広がりが美しく見えるように
パック詰め。直売所では200㌘ずつ袋に
入れて販売します

▲�断続的に霧を噴出し、発生室の湿度を保持
します

▲�培地を充
じゅうてん
填する瓶詰め機。培地の中心

には、穴が開いた状態に仕上がります
▲�種菌を瓶に１本ずつ接種します。最
盛期は年間45万本を生産しました

　吉田きのこ工房さんは、能代市
で唯一のパックマイタケ出荷農家
さんです。
　香りの良さとしっかりした歯応
えが評価され、主に出荷する関東
市場からは増産を望む声も寄せら
れます。一度食べると豊かな香り
の違いが感じられます。
　このマイタケは吉田さんにしか
栽培できない一品です。今後も品
質を大切にしながら、生産に励ん
でほしいです。

ＪＡあきた白神 営農部
能代営農センター

センター長　五十嵐　健 さん

作り手を支える
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あきた だより

　

仙
北
市
田
沢
湖
卒
田
の
石
橋
鮎
美

さ
ん
（
42
）
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

５
棟
（
４
１
８
坪
）
で
花
き
を
手
が

け
ま
す
。
一
輪
で
も
華
や
か
な
存
在

感
の
あ
る
ダ
リ
ア
に
魅
せ
ら
れ
、
就

農
を
決
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
主
催
の
講
習
会

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
学
び
を
深
め
、

会
社
勤
め
の
傍
ら
試
験
的
に
栽
培
。

退
職
後
ハ
ウ
ス
２
棟
で
ダ
リ
ア
を
本

格
的
に
始
め
、
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
は
、
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
や
ス
ト
ッ
ク
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

花
き
は
同
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
ほ
か
、

　

「
自
分
が
思
っ
た
通
り
の
も
の
が

作
れ
た
時
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

と
話
す
横
手
市
十
文
字
町
の
佐
藤
龍

太
郎
さ
ん
（
29
）
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
栽
培
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
31
㌃

で
「
ゼ
ン
ユ
ウ
ガ
リ
バ
ー
」
を
主
力

に
４
品
種
、
露
地
２
㌃
で
「
紫む
ら
さ
き
し
き
ぶ

色
舞

ル
ー
チ
ェ
」
を
作
付
け
し
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
廃
菌
床
を
餌
と
す

る
カ
ブ
ト
ム
シ
の
ふ
ん
を
配
合
し
た

堆
肥
を
使
用
し
ま
す
。
基
肥
は
年
間

必
要
量
の
半
分
以
下
に
抑
え
、
作
物

の
状
態
や
収
穫
量
を
見
て
追
肥
。
コ

ス
ト
削
減
を
意
識
す
る
一
方
、
土
壌

大
仙
市
花
館
の
直
売
所
「
し
ゅ
し
ゅ

え
っ
と
ま
る
し
ぇ
」
で
販
売
中
で

す
。「
お
客
さ
ん
が
『
奇
麗
だ
ね
』と

直
接
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
う
れ

し
い
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

石
橋
さ
ん
は
換
気
を
重
視
し
、
暑

く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払

い
ま
す
。
暑
さ
対
策
で
ミ
ス
ト
発
生

装
置
を
設
置
。
温
湿
度
を
調
節
し
、

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

「
近
年
の
極
端
な
高
温
で
、
夏
場

の
施
設
栽
培
は
大
変
。
こ
れ
か
ら
は

露
地
の
面
積
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

が
養
分
過
多
で
品
質
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
施
肥
量
を
調
節
し
ま
す
。

　

出
荷
先
は
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
や

直
売
所
、
飲
食
店
な
ど
。
電
子
商
取

引
（
Ｅ
Ｃ
）
サ
イ
ト
で
の
販
売
は
３

年
目
で
、
４
月
の
注
文
が
昨
年
比
の

８
倍
に
増
え
ま
し
た
。
「
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え
、
味
を
気
に
入
っ
て
も

ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま

す
。

　

今
後
は
２
㌶
を
目
指
し
、
段
階
的

に
規
模
拡
大
す
る
考
え
で
す
。
「
ア

ス
パ
ラ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
横
手
市
内

に
普
及
さ
せ
る
の
が
目
標
。
自
分
が

『
稼
げ
る
農
業
』
の
モ
デ
ル
に
な
り
、

後
進
の
就
農
者
増
加
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

▲�「花持ちが良いアルストロメリアを
ＪＡから紹介された」と石橋さん

換
気
重
視
、高
温
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ス
ト
装
置

ア
ス
パ
ラ
規
模
拡
大
へ

　
　
稼
げ
る
農
業
の
モ
デ
ル
に

石
橋
鮎
美
さ
ん

佐
藤
龍
太
郎
さ
ん

仙北市仙北市

横手市横手市

▲�ECサイトでは「ヘラクレス
アスパラガス」と名付けて
販売しています

▲�佐藤さんは県外農家を視察するなど、
栽培技術向上に努めます
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あきた だより

　

大
館
市
比
内
町
笹
館
の
菅
原
圭
子

さ
ん
（
70
）
は
、
乾
燥
野
菜
「
大
館

育
ち
の
野
菜
で
ド
ラ
イ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
」

を
製
造
し
ま
す
。
道
の
駅
ひ
な
い
直

売
コ
ー
ナ
ー
「
と
っ
と
館
」
で
販
売
。

店
頭
に
は
、
ス
ー
プ
用
や
み
そ
汁
用

な
ど
の
乾
燥
野
菜
10
種
類
ほ
ど
が
並

び
ま
す
。

　

約
20
㌃
で
ナ
ス
や
ニ
ン
ジ
ン
、
パ

プ
リ
カ
な
ど
を
栽
培
す
る
菅
原
さ
ん
。

収
穫
後
、
自
宅
で
カ
ッ
ト
し
、
さ
ら

に
ス
ラ
イ
サ
ー
で
薄
く
加
工
し
ま

す
。
そ
の
後
と
っ
と
館
で
管
理
す
る

乾
燥
機
に
入
れ
、
45
度
で
約
20
時
間

乾
燥
さ
せ
て
完
成
で
す
。

　

井
川
町
の
い
か
わ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

フ
ァ
ー
ム
（
髙
橋
信の
ぶ

人ひ
と

代
表
、
45
歳
）

は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１
棟
（
58
坪
）

で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
。
八
峰
町

の
法
人
で
、
約
２
年
間
の
研
修
を
経

て
独
立
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
か
ら

７
人
で
「
北
研
９
０
２
」を
手
が
け
、

年
間
４
万
菌
床
の
収
穫
が
目
標
で
す
。

　

菌
床
は
仕
入
れ
て
培
養
し
、
10
日

ほ
ど
で
収
穫
で
き
ま
す
。
水
に
漬
け

て
休
ま
せ
る
と
再
び
発
生
し
、
１
菌

床
で
合
計
３
回
収
穫
が
可
能
。
１
日

当
た
り
約
80
～
90
㌔
出
荷
し
て
い
ま

す
。
髙
橋
代
表
は
「
１
回
目
と
２
、

　

菅
原
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
の
お
い

し
い
野
菜
で
も
生
の
ま
ま
だ
と
傷
み

や
す
く
、
処
分
さ
れ
る
の
が
も
っ
た

い
な
い
。
少
し
で
も
廃
棄
を
な
く
し

た
い
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
る
」
と

話
し
ま
す
。

　

乾
燥
野
菜
は
栄
養
価
が
高
く
、
手

軽
に
料
理
で
き
、
煮
崩
れ
し
ま
せ
ん
。

「
高
齢
の
方
に
も
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
え
る
し
、
保
存
が
利
く
の
で
お

土
産
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
る
。
今
後

も
新
し
い
野
菜
の
組
み
合
わ
せ
や
レ

シ
ピ
を
考
案
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

３
回
目
で
は
必
要
な
水
分
条
件
や
環

境
が
異
な
る
の
で
、
同
一
ハ
ウ
ス
で

の
栽
培
が
難
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

出
荷
先
は
県
内
の
直
売
所
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
す
。
新
鮮
な
も
の
を
地

元
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

地
場
で
の
販
売
を
重
視
し
ま
す
。
売

り
場
に
お
勧
め
レ
シ
ピ
を
置
き
、
シ

イ
タ
ケ
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

　

髙
橋
代
表
は
「
今
の
規
模
で
収
量

を
増
や
す
方
法
を
模
索
し
た
い
。
安

定
し
た
ら
ハ
ウ
ス
を
増
設
し
、ブ
ラ
ン

ド
化
も
で
き
た
ら
」
と
前
向
き
で
す
。

▲
�

商
品
を
手
に
菅
原
さ
ん
。
手
書
き
の

ラ
ベ
ル
で
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す

▲
�

収
穫
作
業
に
励
む
髙
橋
代
表

▲
�

シ
イ
タ
ケ
は
直
売
所
「
湖
東
の
や
さ

い
畑
」や「
て
ん
の
う
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
な
ど
で
販
売
中
で
す

▲
�

価
格
は
１
袋
２
３
０
円

か
ら
３
３
０
円
で
す

う
ま
み
凝
縮
し
た
乾
燥
野
菜

　
　
　
　
　
　
栄
養
価
高
く

菌
床
シ
イ
タ
ケ

　
収
量
確
保
と
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

菅
原
圭
子
さ
ん

い
か
わ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
フ
ァ
ー
ム

大館市大館市

井川町井川町

読者
プレゼント
詳しくは14

頁を

ご覧くださ
い。
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①クイズの答え
②７月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
　 

総
務
課

85

知っトク

税の話
ることをいいます。
　なお、取引に伴って作成した帳簿と、やり取り
した書類（領収書や請求書など）は、決められた
期間保存することとされています。
　記帳した帳簿は、単に税金などの計算だけでは
なく、ご自身が営む事業などの経営状態の把握・
分析や、経営の合理化・効率化などを検討する上
で、資料として役立つものとなります。
　また、売り上げに関する帳簿を保存していな
かったことや、帳簿の売り上げについて記載が
不十分なことが税務調査において把握された場合
は、加算税が重くなることがあります。
　記帳については、ＹｏｕＴｕｂｅ
「国税庁動画チャンネル」（二次
元コード）に解説動画を公開して
います。
　このほか、国税相談専用ダイ
ヤル（０５７０―００―５９０１）にお尋ねくだ
さい。

（秋田南税務署）

帳簿の記帳・帳簿書類の保存義務
Ｑ　この度、新たに個人で農業を営むことにしま
した。個人事業主は帳簿を作る必要があると聞き
ましたが、どういうことでしょうか。
Ａ　個人で農業を含む事業などを行う全ての方に
は、記帳と帳簿書類を保存する義務があります。
これは、１年間（１月１日から12月31日）に生
じた所得金額を正しく計算するためです。
　記帳とは、事業などにおける日々の取引で得た
収入金額や必要経費に関して、決められた事項
（取引の年月日・相手方の名称・金額・日々の売
り上げ・仕入れの合計金額など）を帳簿に記録す

　
Ｊ
Ａ
に
勤
務
し
３
年
目
で
、
貯
金
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
仕
事

が
増
え
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
来
客
の
多
い
支
店
で
活

気
が
あ
り
、
明
る
い
職
場
で
す
。

　
大
学
在
学
中
に
、
教
授
と
一
緒
に
子

供
と
農
業
を
学
ぶ
場
に
参
加
し
、
農
業

の
魅
力
に
引
か
れ
ま
し
た
。

　
趣
味
は
、
メ
ダ
カ
の
飼
育
や
絵
を
描

く
こ
と
、
多
肉
植
物
栽
培
な
ど
で
す
。

野
菜
を
育
て
た
経
験
も
あ
り
ま
す
が
、

栽
培
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

多
肉
植
物
が
好
き
で
「
リ
ト
ー
プ

ス
」
が
一
番
好
き
。
暖
か
い
季
節
は
旺

盛
に
成
長
す
る
の
で
、
存
分
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

村
上
　
来く

る
み未

さ
ん（
24
）　  

～ 

由
利
本
荘
市 

～

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

【応募締切】
令和8年7月17日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「ウコギ科」でした。

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、

「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。

　マイタケの菌は他のキノコに比べ
非常に弱く、生産が○○○といわれ
るでしょう。（10頁参照）。正解者の
中から抽選で10人の方に、13頁で
紹介した「大館育ちの野菜でドライ
ベジタブル」をプレゼントします。
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由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

■本　　所　TEL 018-884-5222　　　 ■県北支所　TEL 0186-84-8375
■中央支所　TEL 018-874-7200　　　 ■県南支所　TEL 0187-63-1066

NOSAIへのお問い合わせは

　

今
年
度
も
損
害
防
止
事
業
と
し

て
、
産
業
用
無
人
航
空
機
の
購
入
費

用
と
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
資
格
を
取
得
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
詳
細
は
お
近
く
の

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
領
や
様
式
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掛
金
等
納
入
の
お
知
ら
せ
を
個
別

に
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
左
記
の
期

限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
納
入
は
、
共
済

関
係
が
解
除
さ
れ
、
補
償
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済　
７
月
31
日
（
金
）

大
豆
共
済　
７
月
21
日
（
火
）

　
県
内
で
は
水
害
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
園
芸
施
設
共
済
や
建
物

共
済
、
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
物

件
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
お
近
く
の
支
所
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
修
理
後
や
損
害
部

品
の
廃
棄
後
の
連
絡
で
は
損
害
を
確

認
で
き
ず
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
北
支
所
資
産
課

　
０
１
８
６

－

８
４

－
８
３
７
７

中
央
支
所
資
産
課

　
０
１
８

－

８
７
４

－
７
３
８
５

県
南
支
所
資
産
課

　
０
１
８
７

－
６
６

－

９
１
１
２

　
営
農
計
画
（
品
目
や
作
付
面
積
な

ど
）
の
変
更
や
、
事
故
が
発
生
し
た

と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
営
農

計
画
の
変
更
通
知
は
作
付
け
後
１
カ

月
以
内
、
事
故
発
生
通
知
は
遅
滞
な

く
お
近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
通
知
を
怠
っ
た
場
合

は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
北
支
所
農
産
課

　
０
１
８
６

－

８
４

－

８
３
７
６

中
央
支
所
農
産
課

　
０
１
８

－

８
７
４

－

７
３
８
１

県
南
支
所
農
産
課

　
０
１
８
７

－

６
６

－
９
１
１
１

　
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予
防
と
病
傷

事
故
低
減
の
た
め
、
家
畜
共
済
加
入

者
を
対
象
に
畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機

（
３
台
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
薬
剤
な
ど
の
購
入
は
利
用
者

負
担
で
す
。
詳
細
は
お
近
く
の
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
の
日
程

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
北
支
所
家
畜
課

　
０
１
８
６

－

８
４

－

８
３
７
８

中
央
支
所
家
畜
課

　
０
１
８

－

８
７
４

－

７
３
８
９

県
南
支
所
家
畜
課

　
０
１
８
７

－

６
６

－

９
１
１
３

　

８
月
13
日（
木
）か
ら
16
日（
日
）

は
閉
館
し
ま
す
。
閉
館
中
の
事
故
連

絡
先
や
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

お
近
く
の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
組
合
で
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
一
般
職
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
人
員

　
５
人
程
度

◆
勤
務
地

　
各
事
業
所
の
い
ず
れ
か
に
勤
務
し
、

転
勤
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
秋
田

市
・
北
秋
田
市
・
大
仙
市
）

◆
試
験
日
お
よ
び
試
験
方
法

　
９
月
24
日
（
木
）か
ら
25
日
（
金
）

　
適
性
試
験
と
面
接

◆
試
験
会
場

　
秋
田
県
農
業
共
済
会
館

（
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50
号
）

◆
募
集
期
間

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
９
月
11
日

（
金
）
ま
で
。

詳
し
い
内
容
は

組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
６
月
30
日
付
で
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

　
総
務
部
総
務
課　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
澤　
奈
菜
子

からの
お知らせ

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を

購
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

水
稲
共
済
・
大
豆
共
済
掛
金
等
の

納
入
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機
を

　
　
　
　
貸
し
出
し
て
い
ま
す

事
故
発
生
後
の
連
絡
は
お
早
め
に

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

お
盆
期
間
は
閉
館
し
ま
す

一
般
職
職
員
を
採
用
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
電
話
／
018－884－5222

あ
き
た
7

20
26

vol.2

マイタケ

その2

マイタケにはプロテアーゼという酵素が大量に含まれてい
ます。お肉をやわらかくする効果があり、食べやすくなる
のでおすすめです。

誠からの一言アドバイス♪

材料 �
マイタケ100g、サクラマス1切れ、バター
５g、味噌だれ（味噌30g、酒10cc、みり
ん30cc、刻んだニラ20g）

つくり方 �
①�ホイルの上に少し大ぶりに切ったマイ
タケを敷き、サクラマスを置く

②�味噌だれの材料を混ぜ合わせ①にか
けバターを乗せる

③�ホイルを包み、200℃のオーブンまた
はトースターで10分ほど焼いて完成

材料 �
マイタケ100g、鶏もも肉１枚、すりお
ろしニンニク少々、すりおろしショウガ
少々、カレー粉小さじ１杯、醤油20cc、
塩５ｇ、ハチミツ10g、ごま油10cc

つくり方 �
①�マイタケはおろし金で細かくすりおろ
す。鶏もも肉は染み込みやすいように
竹串で数カ所刺しておく
②�ポリ袋に全ての材料を入れて混ぜ合
わせる。揉み込んで４時間ほど漬けて
おく

③�フライパンで鶏もも肉を皮目から中
火で３～４分焼いて焼き色が付いた
ら裏返す。ふたをして弱火で６～７分
ほど蒸し焼きにする
④�串を刺して透明な汁が出たら切り分
けて盛り付け完成

材料 �
マイタケ50g、牛肉50g、ショウガ一片、
酒50cc、醤油25cc、砂糖25g、ご飯　
おにぎり２個分

つくり方 �
①�マイタケを細かく切る。ショウガは千
切りにする
②�牛肉と調味料と①を鍋に入れ火にか
け、汁気がなくなるまで煮詰める

③�ご飯と②を混ぜ合わせ、おにぎりにし
て完成

材料 �
マイタケ50g、下茹でしたタケノコ50g、
かつお出汁50cc、塩５g、醤油５cc、ご
飯おにぎり２個分

つくり方 �
①�マイタケとタケノコを共に細かく切る
②�かつお出汁と調味料と①を鍋に入れ火
にかけ、汁気がなくなるまで煮詰める

③�ご飯と②を混ぜ合わせ、おにぎりにし
て完成

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

監
修

■10頁に関連記事

秋田市高陽幸町５–15　　☎018–823–3251
営業時間／17：30〜22：30  ※昼は要予約
定 休 日／日曜日

隠家あわい　店主　冨岡 　誠 さん
　秋田の旬の食材を使った料理を提供する小料理店「隠家
あわい」店主。「あきた郷土作物研究会」会員

マイタケとサクラマスの
ホイル包み焼き

鶏もも肉の
マイタケやわらか焼き

マイタケとしぐれ牛肉の
おにぎり（左）

マイタケとタケノコの
おにぎり（右）

16あきた


